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栗
山
町
内
を
ぐ
る
り
と
走
る
循

環
バ
ス
「
町
営
バ
ス
」
を
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
。
町
内
で
の
買
い

物
、
通
院
・
通
学
な
ど
で
利
用
で

き
る
「
み
ん
な
の
バ
ス
」
と
し
て

長
年
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
乗
車
す
る
方

が
減
っ
て
お
り
、
十
分
に
利
用
さ

れ
て
い
な
い
の
も
実
情
で
す
。

　

今
回
は
町
営
バ
ス
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
バ
ス
の
在
り

方
や
今
後
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

平
成
２
年
に
、
当
時
町
内
を
循

環
し
て
い
た
中
央
バ
ス
が
採
算
性

を
理
由
に
撤
退
し
、
そ
の
補
完
と

し
て
町
営
で
の
路
線
バ
ス
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
以
降
、
路
線
の

見
直
し
や
新
た
な
計
画
の
策
定
な

ど
、
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
た
検

討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
中
で
、
特
に
高
齢
者

な
ど
の
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段

の
確
保
と
、
南
部
地
区
と
市
街
地

を
結
ぶ
路
線
の
維
持
は
重
要
で
あ

る
た
め
、
平
成
21
年
か
ら
滝
下
地

区
と
日
出
地
区
の
区
間
で
予
約
バ

ス
の
運
行
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
栗
山
駅

を
は
じ
め
、
市
街
地
の
民
間
バ
ス

の
停
留
所
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

容
易
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
営
に
よ
る
路
線
バ
ス
が
浸
透

し
始
め
た
一
方
、
市
街
地
の
路
線

が
限
ら
れ
て
お
り
、
時
代
と
と
も

に
病
院
や
量
販
店
の
立
地
・
分
散

が
進
み
、
車
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
子
ど
も
な
ど
「
交
通
弱
者
」
対

策
の
必
要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
市
街
地
内
で
の
移
動

手
段
を
求
め
る
声
も
多
く
上
が
っ

た
こ
と
を
受
け
、
平
成
27
年
よ
り

市
街
地
循
環
型
の
町
営
バ
ス
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る

り
ん
号
」
を
導
入
し
、
今
日
ま
で

運
行
し
て
い
ま
す
。

町営バスの運行に係る支出（委託料）と収入

町営バス・コミュニティバス
は大変助かります。足が痛く、
買い物の荷物も重く、通院で
も利用しています。

現時点で利用していませんが、
将来的に必ず利用するものだと
思います。今後も続けてほしい。

町の皆さんの ” 声 ”町の皆さんの ” 声 ”

みんなの " 足 " としての使命みんなの " 足 " としての使命

町営バス 町営バス のゆくえのゆくえ

　

町
の
面
積
は
２
０
３
・
９
３
k㎡

で
、
南
北
に
約
25
㌔
と
い
う
縦
長

の
町
域
で
す
。
駅
や
バ
ス
停
留
所

か
ら
遠
い
地
域
も
多
く
、
高
齢
化

率
が
41
・
１
％
の
町
に
と
っ
て
、

多
く
の
方
の
移
動
は
非
常
に
大
変

な
状
況
で
す
。

　

交
通
手
段
の
な
い
人
た
ち
の
移

動
に
は
、
古
く
か
ら
鉄
道
や
バ
ス

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

の
車
社
会
の
進
展
や
交
通
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
よ
り
、
利
用
者
は
減
少

し
て
お
り
、
収
入
も
年
々
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
高
騰
に
よ
る
経
費

の
増
加
な
ど
運
営
は
厳
し
さ
を
増

市街地内を回るバス。1 路線 8 便

町内全域を回るバス（一部の
バスは予約制）。8 路線 25 便

町内～北広島を結ぶ予約制
バス。現在、実証運行中
※①の予約制バスと異なります。

中央バスが町外を結ぶ民間
バスとして運行しています

市
街
地
の
大
切
な
移
動
手
段

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

02
PART

緑色 が目印です♪

し
て
お
り
、
支
出
（
委
託
料
）
は

年
間
約
７
０
０
０
万
円
に
上
り
、

財
源
の
多
く
は
私
た
ち
の
税
金
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
記
図

参
照
）

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
で

す
が
、
バ
ス
は
過
疎
化
や
高
齢
化

が
進
む
地
域
の
公
共
交
通
機
関
と

し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
世
代
や
生
活
環
境
で
バ

ス
の
需
要
や
考
え
方
が
大
き
く
異

な
り
、
財
政
負
担
や
利
便
性
の
改

善
な
ど
多
く
の
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
町
と
し
て
は
、
交
通
弱
者

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
の

バ
ス
事
業
を
絶
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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収入

支出（委託料）

令和 4年令和 3年令和 2年令和元年平成 30 年

6,8936,982
5,915

6,6836,332

281291317350288

（万円）

①路線バス①路線バス

②コミュニティバス②コミュニティバス

③デマンドバス③デマンドバス

※民間バス※民間バス

町内を走る町営バスは
3 種類（令和 6 年 3 月現在）

ご
存
知
で
す
か
？

町
営
バ
ス
の
歴
史

01
PART

中央バスより寄贈された町営
バス

赤
字
運
行
の
バ
ス

現
状
と
課
題
は
？

03
PART

バス交通に関するアンケート調査より（令和元年 2 月実施）
（70 代男性）

（70 代女性）

冬時期も運行されていることは
大変助かります。これから高齢
社会になっていく中ぜひ続けて
ほしい。（70 代女性）

支出が収入を上回り

赤字運行が
   続いている
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４
月
か
ら
町
営
バ
ス
の

運
行
を
一
部
見
直
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
「
く
り
や
ま
キ
ャ
ッ

チ
ボ
イ
ス
」「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」「
バ
ス
交
通
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

よ
り
町
営
バ
ス
の
利
便
性
や
採
算

性
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
意
見
・

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
交
通
事
業

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
で
も
町

営
バ
ス
に
関
す
る
協
議
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
町
で
は
令

和
６
年
度
か
ら
下
記
の
通
り
町
営

バ
ス
の
運
行
内
容
を
一
部
見
直
し

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
運
行
状
況
を
検
証
し
な

が
ら
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

把
握
し
な
が
ら
、
適
宜
必
要
な
見

直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
ニ
ー
ズ
を
も
と
に

バ
ス
運
行
を
見
直
し
ま
す

中学生の子どもが多く
利用するため、無料化
や値下げをしてほしい。
通学で使用する際の補
助も検討いただきたい。

誰も乗っていないバス
を目にする機会が多い
が、運営は成り立って
いるのか？また、周知
が足りないのでは？

工業団地をルートに加え
ることで、企業にとって
バスが通ることのメリッ
トもあり積極的な企業誘
致に繋がると思う。

バスが栗山駅を出発す
る時間と JR の到着時間
が合わず、バスに乗れ
ない。5 分だけでも時
間を遅らせてほしい。

滝 下 線 の 路 線
ルートに、角田・
共和地区を追加

中学生の料金を
200 円 か ら 100
円に変更

日 出 線 の 運 行
時間を変更

角田循環線の早
朝と夕方の路線
ルートに工業団
地を追加

コミュニティバ
スを増便し、通
勤通学者に対応

令和 6 年度のバス運行の見直し内容

①新規路線追加　    ②運行時間の変更       ③新停留所追加　  ④乗車料金の変更　　⑤バスの増便①新規路線追加　    ②運行時間の変更       ③新停留所追加　  ④乗車料金の変更　　⑤バスの増便

――――――――――――　町民の皆さんからの主なご意見　――――――――――――

町
営
バ
ス
が
運
ぶ
「
笑
顔
」
を

町
営
バ
ス
が
運
ぶ
「
笑
顔
」
を

こ
れ
か
ら
も
守
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
守
る
た
め
に

　

私
は
３
年
前
に
札
幌
か
ら
転
職

と
い
う
形
で
栗
山
町
役
場
に
就

職
し
、
す
ぐ
に
町
営
バ
ス
運
行
の

担
当
に
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
が
盛
ん
な
小
樽
市
出
身
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
と
比
べ

る
と
バ
ス
の
本
数
・
乗
車
人
数
と

も
に
少
な
く
、
な
か
に
は
誰
も

乗
っ
て
い
な
い
状
態
の
バ
ス
も
何

度
も
見
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
で
き
る
限
り
空
車

の
バ
ス
運
行
は
避
け
た
い
思
い
で

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し

し
て
い
る
と
、
数
値
で
は
計
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
「
足
」
と

し
て
、
バ
ス
の
必
要
性
を
強
く
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ス

を
使
っ
て
出
か
け
る
機
会
が
多
く

な
れ
ば
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
が

増
え
、
普
段
な
か
な
か
会
え
な

か
っ
た
昔
の
友
人
に
会
え
る
機
会

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
効
率
的
な
バ
ス
運
行
を

目
指
し
、路
線
の
見
直
し
の
ほ
か
、

小
型
バ
ス
の
導
入
や
予
約
制
で
の

運
行
な
ど
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
方

法
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

バ
ス
が
運
ぶ
皆
さ
ん
の
た
く
さ

ん
の
笑
顔
、
そ
し
て
、
い
き
い
き

と
輝
き
暮
ら
す
姿
を
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

建設課総務管理グループ
工藤　浩太 　主事

建設課
メールフォーム

※問い合わせ窓口は建設課総務管
　理グループ （☎ 73-7512）です。

くりやま
キャッチボイス

                    みなさんからのみなさんからの
ご意見をお待ちしていますご意見をお待ちしています

毎年春・秋で 30 回以上開催する毎年春・秋で 30 回以上開催する
まちづくり懇談会まちづくり懇談会

はがき・ネットで受け付けているはがき・ネットで受け付けている
キャッチボイス（折込チラシ参照）キャッチボイス（折込チラシ参照）

　今年 4 月から町営バスの運行路線などが一部見直しとなります（前頁参照）。「暮らし
の足」であるバス事業を維持していくためには、町と交通事業者の努力だけでは成り立た
ず、町民の皆さんの利用が必要不可欠です。一番の力は「皆さんに利用してもらう」こと。
ぜひ日常生活の中で、町営バスを利用してみてはいかがでしょうか？

【乗車料金】1 路線　200 円
※ 70 歳以上の方・小学生は半額、未就学児は無料です。
　 4 月以降は中学生も半額となります。 
※毎月第 3 水曜日は「無料乗車の日」です。全路線を
　無料で乗車いただけます。

【回数券】1,000 円 (1,100 円分の乗車券になります )
※回数券は建設課窓口、栗山駅で取り扱っています。

【定期券】1 カ月　7,200 円 　3 カ月　20,520 円
※定期券は建設課窓口のみの取り扱いです。 

【運行日】　平日（予約バスの一部は土曜日も運行）
【問い合わせ】建設課総務管理グループ　☎ 73-7512

気軽に町営バスでお出かけしてみませんか？

人生の ” 足 ” の選択肢となれるよう、これからも

今回の内容は来月号の今回の内容は来月号の
折込チラシ（バス時刻表）で折込チラシ（バス時刻表）で

詳しく紹介します！詳しく紹介します！

建設課総務管理グループ

澤田　翔太  主事
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